
 

 
６月１４日、党中部地区委員会と党大分市議団は、新市長

への重点要望を提出しました。 

１．憲法違反の「安

保３文書」の撤回を求

め、「敵基地攻撃能力」

の保有と大軍拡・大増

税に反対すること。 

２．陸上自衛隊大分

分屯地の大型火薬庫

の新設を撤回するよ 

(要望する地区役員と議員団)   う早急に求めること。 

３．マイナンバーカードの強制はやめること。現行の健康

保健証を廃止しないよう国に求めること。 

４．新型コロナウイルス感染症の対策を緩めず、公的支援

を継続し、感染拡大に応じられるよう医療体制等を維持す

ること。 

５．消費税は緊急に５％に引き下げ、インボイスの導入は

中止するよう国に求めること。非課税世帯の限度額を引き

上げること。など１７項目を要望しました。 

参加者からは「くらしと生業を守る物価高騰対策を」「高

齢者の加齢性難聴者への助成を」「公共交通の利用促進」「市

長公約の子ども医療費無料化・給食費無償化」についても

要望しました。 

要望書を受け取った、久渡副市長は、「実現できるものは

最大限の努力をする」と答えました。 

 

 

 

６月１９日、議会運営委員会が開催されました。会期は、

６月２６日から７月１４日までです。 

日本共産党を代表し

ての総括質問は７月５

日(水)１０時より斉藤

議員が行います。福間

議員の一般質問日程は、

４日に決まります。市

議会の傍聴にお越しく

ださい。 

(市長要望を発言する福間ら)  党議員団は、選挙公約の

実現と暮らしの願いを前進させるために、全力をつくしま

す。市政・地域のご意見・ご要望をお寄せください。 

 

 

 

 
６月４日、終盤国会の論戦のさなか、田村貴昭衆議院議員

が来県し、南部公民館で国会報告会が開催されました。 

               田村議員は、大軍拡のた

めの大増税法案、健康保健

証マイナンバー化、原発問

題、異次元の「少子化対策」

など、厳しく批判し、党の

改革路線を縦横に語りまし 

(南部公民館にて)    た。１００名余りが参加し 

しました。 

 

  

祝祭の広場で１４時からです。 

通常国会も最終盤、年内の総選挙も取りざたされていま

す。大軍拡・大増税路線など悪法を次々強行する岸田政権

とその追随政党に厳しい審判をくだしましょう。 

野党共闘の発展・強化と

日本共産党の躍進めざし全

力をつくします。みなさん

のご支援・ご協力をお願い

します。 

○敷戸弾薬庫への長射程 

(学習する支部のみなさん)  ミサイル保管の大型弾薬庫

新設反対のビラ配布・反対署名を広げてください。 

○いっせい地方選挙でご支援していただいた方々を訪問し、 

演説会へのご参加、日本共産党の活動への参加、しんぶん

赤旗のご購読を広げましょう。 

○日本共産党を丸ごと分かってもらう志位委員長の「１８

問１８答」の動画の視聴、「つどい」を計画しましよう。 

 

 
 

 

(羽屋・下水道敷設を)   (太平町・土手の修復を) 

暮らしや地域のご意見・ご要望をお寄せください。 
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